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　クリストファー・
　サマーフィールドさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　私はこの秋、西条まつりの素晴らしくて陽気な雰囲気をエン
　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョイすることができた。一方、西条まつりが行われる頃にイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ギリスでもみんなが楽しみにしているユニークなフェスティバ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ルがある。11月５日の夜は「ガイ・フォークス・ナイト」とい
　　　　　　　　　　　　　　　　　う行事が開催される。1605年、イギリス国王に反感を抱く者た
ちが革命を起こそうと、国会議事堂の地下に大量の火薬を仕掛け、11月５日の開院式に出席する国王
ジェームズ一世らを爆殺する陰謀を企てた。幸運なことに主犯格であったガイ・フォークスが逮捕さ
れ、「火薬陰謀事件」を防ぐことができた。犯人たちは全員警察に捕まり、絞首刑を宣告された。
　現在、この夜を記念して、イギリス中の町でガイ・フォークスの人形が大きなボンファイアー（か
がり火）に投げ入れられて、燃やされるようになった。この「ガイ」と呼ばれる人形は古くなった衣
類に新聞紙をつめて作られている。英単語で「ガイ」というのはもともと「おかしな格好をした人」
という意味で、今ではそれが変化し、一般的に「男性」という意味で使われている。
　「ガイ・フォークス・ナイト」ではボンファイアーと花火を楽しみながら、日本の祭と同じように
多くの人が集まって伝統的な食べ物を食べる。それはシロップで作られる「ボンファイアー・タフィ
ー（キャンディーの一種）」と、タフィーがリンゴの周りについている「タフィー・アップル」である。
　ボンファイアーの炎で身体を温め、もしガイ・フォークスが「火薬陰謀事件」を成功させていたら、
今ごろイギリスには国会議事堂と時計台「ビッグ・ベン」がないだろうと想像し、今の平和な暮らし
に感謝するのだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜訳：国際交流員ケイレブ＞
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